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〔宮城寛淳議員 登壇〕

○11番 宮城寛諄議員 大きく４点質問をしたいと思います。小中学校のクーラーの整備

充実をということで質問したいと思います。去った第３回定例会の一般質問でもやり取り

をしたのですが、今年の夏場は特に暑いこともあって34度を超える日が多かったというこ

とがありました。そして115名の幼児童が暑さに体調不良を訴えたことも明らかになって

まいりました。早急に対策を取る必要性があることは共通の認識になったのではないかと

思います。そこでの質問ですけれども、定例会では、小中学校の空調設備について教育長

は実施計画での要求を行っていくというような答弁をなさいました。また、町長も教育委

員会と相談しながら進めていくというような答弁でありました。その進捗がどうなってい

るのかが１点目です。（２）小学校教室新増築工事の工事請負費が計上されておりますけ

れども、増築される教室には空調設備は整備されるのか、その点についてもお伺いしたい

と思います。それと（３）南風原町の中期財政計画が全協で説明されました。厳しい財政

運営の報告があったわけですけれども、この厳しい状況の中にあっても町長は日ごろから

子どもたちの教育に待ったは効かないとおっしゃっておられます。そのとおりだと思いま

す。そういう意味からも、全ての教室に空調設備を随時整備をしていくべきではないかと

思います。その点をお伺いしたいと思います。

それから２点目に断熱フィルムの効果はということで、（１）断熱・防災（ガラスが割

れて飛び散るのを防ぐ）用のフィルムを庁舎のガラスに貼っていってます。それと福祉施

設にもやったと聞いているのですけれども、その効果がどうだったのか。室内温度の上昇

が抑えられたのか、その点をお伺いしたいと思います。

それから３点目、イベントの開催時に駐車場を探してぐるぐる回るといったことが多く

あります。町内のバス路線、役場方向への路線が極端に少なく、自家用自動車を利用する

方が多くなっています。特に陸上競技場でのイベント開催時には、その駐車場探しで非常

に苦労しているようであります。名古屋グランパスのキャンプには、大型商業施設の駐車

場が確保されてシャトルバスが運行されるということもされていますけれども、しかし、

町陸上大会などのときにシャトルバスはありません。陸上競技場の駐車場は招待者で一般

は入れないようになっています。このような状況を打開するため対処が必要と思われる。

今後、多くの町民参加を実現するために駐車場確保をどうするか、その点をお伺いしたい

と思います。

それから４点目に、待機児童の解消はということでお伺いいたします。（１）11月いっ

ぱいで認可保育園の募集締切ということを聞いています。その中身をお聞きしたくて質問

しました。次年度の待機児童はどれぐらいなのか。それから（２）その待機児童は、平成

30年度内で解消することができるのかどうかその点をお伺いします。以上、よろしくお願

いいたします。
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○議長 宮城清政君 教育長。

○教育長 赤嶺正之君 宮城寛淳議員の質問事項１．小中学校の空調設備に関するご質問

にお答えします。（１）と（３）のご質問につきましては、関連いたしますので一括して

答弁いたします。小中学校空調設備につきましては、平成30年度から32年度までに整備完

了できるように新年度予算及び実施計画にて計画をしてまいりたいと考えております。

（２）のご質問でございますが、増築される教室につきましては、空調設備を整備して

まいりたいと考えております。

質問事項３．イベント開催時の駐車場の確保でございますけれども、（１）のご質問は

多くの町民の皆様が参加できるよう招待者用駐車台数の見直しや空きがあればご案内する

などして駐車場の確保に取り組んでまいりたいと考えております。以上でございます。

○議長 宮城清政君 副町長。

○副町長 国吉真章君 質問事項２点目の断熱フィルムの効果は（１）についてお答えし

ます。庁舎等のガラスに貼った断熱フィルム施工箇所と未施工箇所の測定温度で27.5度と

30.1度の差を確認しました。そのことから、室内温度も上昇が抑えられているということ

があります。

質問事項４点目の待機児童解消を（１）についてお答えします。平成30年度の認可保育

園入園事務については、今月から１月上旬にかけて申込書の精査等を行い、１月中旬の入

所審議会を経て第１次申込者数を確定し、１月下旬に内定通知を送付する予定となってい

ます。その後、２次募集の対応をし、次年度の待機児童が判明するのは３月下旬ごろにな

ります。（２）についてお答えします。待機児童解消については、平成27年３月に策定し

た南風原町子ども・子育て支援事業計画に沿って施設整備を行っておりますが、未就学児

の人口が増えていることから、まだ待機児童の解消には至っておりません。今年度が同計

画の中間見直し時期となっておりますので、子ども子育て会議のなかで議論していただき、

新たに平成32年度を目途に待機児童を解消するよう取り組んでまいります。以上でありま

す。

○議長 宮城清政君 11番 宮城寛諄議員。

○11番 宮城寛諄議員 非常に前向きな答弁、ありがとうございます。次年度から32年度

までに整備完了するという答弁ですけれども、以前、特に暑い教室が各学校から何教室か

上がっているのでそれからやっていきたいとあったのですが、全ての教室ということと理

解してよろしいのでしょうか。
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○議長 宮城清政君 教育部長。

○教育部長 宮平 暢君 30年度に小中学校におきましては設計を入れて、31年、32年と、

幼稚園におきましては30年度から32年度にかけて各教室に空調設備を導入してまいりたい

と考えております。

（「休憩願います」の声あり）

○議長 宮城清政君 休憩します。

休憩（午前10時40分）

再開（午前10時40分）

○議長 宮城清政君 再開します。11番 宮城寛諄議員。

○11番 宮城寛諄議員 30年度から小中に設計が入って、31、32年度で全ての教室に完了

ということのようです。早めにやって欲しいと思います。これまでやっていなかった教室

に空調、クーラーを設置するということのようですが、新しい教室についても含めて質問

したいのですけれども、新増築の所にも整備していくと答弁をなさっています。そういう

ことを踏まえて、今後、南風原町の幼稚園も含めて小中学校で新増築する教室にも全て空

調設備を整備していくという方針であると理解してよろしいのでしょうか。要するに、今

の答弁でこれまでの教室は32年度までにやると、新増築の教室にもやるということになっ

ていますので、今後もそういった方針でやっていくということでよろしいのでしょうか。

○議長 宮城清政君 教育部長。

○教育部長 宮平 暢君 教育委員会の方針として今後も空調設備を整備していくという

ことで考えております。

○議長 宮城清政君 11番 宮城寛諄議員。

○11番 宮城寛諄議員 ありがとうございます。そういう方向でぜひやって欲しいと思い

ます。ただ、教育委員会でそういう方針であって財政ではどうか。今日は総務部長がいら

っしゃいませんが、副町長、町長なりも教育委員会がそういう方向で整備していきたいと

いうことには財政もバックアップするということでよろしいのでしょうか。

○議長 宮城清政君 町長。

○町長 城間俊安君 お答えします。幼稚園、小学校、中学校において各教室へのクーラ

ー設置について前向きな答弁がありましたが、これについて以前と変わったのは、今まで
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はオープン教室だという教育委員会の方針でしたので、オープン教室は廊下も全部一緒く

たに皆で見守り気遣いができるようオープンにすることで教育効果が上がるのだというも

のでしたので、そうなると区切りがありませんのでクーラーは必要ない、代わりに扇風機

でやっていこうということでした。それが今の気象の変化、以前とは暑さが変わってきた

状況を見ますと教育委員会もオープン教室から区切られた教室に変えていこうと方針が変

わっておりますので、これについてはまた当然、教育委員会と町で連携しながら、子ども

たちが学びやすいような環境を作るため一緒になって進めていきたいと思っております。

○議長 宮城清政君 11番 宮城寛諄議員。

○11番 宮城寛諄議員 町長もそういう方向でやっていくということですので、ぜひがん

ばって欲しいと思います。それと今、オープン教室云々出ましたけれども、以前にもそこ

がネックだということがあったのですが皆さん方ではそれは解決済みということですか。

オープン教室でも大丈夫だということが調査と言うか、その結果は出ているのでしょうか。

○議長 宮城清政君 教育部長。

○教育部長 宮平 暢君 普通教室の在り方につきましては、教育委員会で取りまとめを

して、今後はオープン教室ではなく個別の仕切りをした教室を整備していこうという方針

にしております。しかし、既存のオープン教室についても今後空調機を入れていけるよう

設計をとおして計画していきたいと考えております。

○議長 宮城清政君 11番 宮城寛諄議員。

○11番 宮城寛諄議員 分かりました。そのへんはぜひ設計の中で対応して欲しいと思い

ます。この空調の件は終わりましてもう一つは断熱フィルムの効果ですけれども、先ほど

入れている所とそうでない所との差が27度と30度というような効果が出ているということ

です。同じ場所で比較したものはないのでしょうか。これは場所が違いますよね。確実に

下がったことが分かればこの効果が分かると思うのですけれども、その資料はございます

でしょうか。

○議長 宮城清政君 総務課長。

○総務課長 儀間博嗣君 断熱フィルムの導入前と導入後の効果についてですが、同じ場

所でガラス面にこのフィルムを貼る前と後で温度の測定を行いました。それで温度の低下

の確認ができたということです。
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○議長 宮城清政君 11番 宮城寛諄議員。

○11番 宮城寛諄議員 最初の答弁では未執行の場所と施工場所と書いてあるものですか

ら、全然違う場所かと思ったもので、同じ場所でも断熱効果が出ているのですね。そのこ

とがはっきりしているのであれば、学校の空調の問題もそうですけれども例えば光熱費の

ランニングコストが大変だということで別の市町村ではせっかく整備したのに動かしてい

ないという所もあるようです。ですから、そういった断熱フィルムを学校などにも整備を

して光熱費を下げることができると思うのですよね。これまでは空調設備になっていない

から窓を開けるわけですから断熱フィルムを貼っても効果は出なかったと思うのですが、

空調を入れるのであれば閉め切るはずですからそういったフィルムを整備するということ

が出てくるのではないかと思います。学校のガラスについてはやっていない気がするので

すが、それまでやっていく必要があるのではないかと思うので、皆さん方はどう思います

か。

○議長 宮城清政君 総務課長。

○総務課長 儀間博嗣君 町内の４小学校２中学校に断熱フィルムを施工しております。

○議長 宮城清政君 11番 宮城寛諄議員。

○11番 宮城寛諄議員 どうも私の記憶違いでした。庁舎と福祉施設でやっていて、学校

は窓を開けたりするのでやっていないと勘違いしていました。やっているのであれば、そ

れはそれで光熱費はそれなりに低く抑えられることがあると思いますので、今後もぜひや

っていって欲しいと思います。この点については終わりたいと思います。

あとイベント開催時についてですけれども、招待者用の駐車場台数を減らして、空きが

あればということですので、ぜひ一般の町民の皆さん方も入れて欲しいと思います。

ところで、多目的広場が新しくできるのですけれども、駐車場は何台でしたか。その点

を教えてもらえませんか。

○議長 宮城清政君 経済建設部長。

○経済建設部長 金城敬宝君 では、お答えいたします。現在整備中の多目的広場につき

ましては、40台の駐車スペースとなっています。

○議長 宮城清政君 11番 宮城寛諄議員。
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○11番 宮城寛諄議員 40台ということで、黄金森公園としての駐車台数が増えることに

なります。そのへんも利用しながらぜひやって欲しいのですがただ、今、例えば町の陸上

競技大会などいろいろイベントをするときに、観客が以前のように多くない、どんどん減

ってきているのは駐車場が確保できないということが影響しているのではないかと思いま

す。私も何人かの方から、行きたいのだけれども駐車場が大変だとか遠い所から歩いて行

くのも大変だという話も聞きます。その近くにもっともっと駐車場の確保が必要じゃない

かと思います。例えば今、５号線の改良工事が入るということで、確か９メートル道路で

片側は歩道を付けてあるのですけれども、そういう時にそこを駐車場にさせるというのは

難しいですか。土地改良区なので農家の皆さん方が片側を利用するので難しいということ

でカラーコーンを立ててガードマンを立てて駐車禁止というようなことも行っているので

すけれども、それも例えばその日１日イベントがあるので今日だけ協力をお願いするとい

うようなことでの駐車場の確保ができないものか。農家の皆さん方が農薬を散布する時に

は車を寄せないといけないということも、また町民が陸上競技場に行くために改良工事さ

れた所に車を停めているとなかなか農作業もできないということは理解できます。そのへ

んは協力をお願いしていくということで駐車場を確保していくことも、その日一日そうい

うためにも必要ではないかと思います。区長会からもそういう話が出ていたのですけれど

も、新たな土地を求めて駐車場確保はなかなか難しいと思います。ですから、そういった

既設の道路も利用していくことが必要ではないかと思いますけれどもいかがですか。

○議長 宮城清政君 経済建設部長。

○経済建設部長 金城敬宝君 では、お答えいたします。町の陸上競技あるいは小中学校

の陸上競技大会とかそういう大会においては、確かに駐車場が少なくて農道への駐車とい

うことがありますけれども、５号線の整備計画がございまして野球場裏手に駐車スペース

としてＬ型擁壁をバックさせたスペースがありますので、これを５号線整備と同時に駐車

場として約20台確保できることになっております。それと今、陸上競技場の第４コーナー

から旧社協に向けての沿道整備を行っており、これの整備後においては中央公民館との通

りができますのでこれによって公民館の駐車場あるいは文化センターの駐車場も活用でき

ることからしても約200台確保できます。ある程度の農道への違法駐車は解消できるかと

思っております。

○議長 宮城清政君 11番 宮城寛諄議員。

○11番 宮城寛諄議員 ５号線沿い、それから第４コーナー付近、それから公民館の駐車

場云々200台とありましたけれども、公民館は公民館を利用する方が使うのですよね。そ
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のときに公民館の駐車場が埋められたら図書館を利用する人も大変だと思うのです。確か

にある程度の確保は公民館でもできるかと思うのですけれども、全部を確保することは難

しいのではないかとは思います。そういった面では役場とか公民館とかいろいろあるとは

思いますけれども、公民館や役場を利用する方、役場は日曜日は休みですから役場庁舎は

必要ないと思うのですけれども、下の農協のＡＴＭなどいろいろあるわけですから、その

へんを確保したあとのイベントのための駐車場確保をやって欲しいと思います。５号線沿

いにも、第４コーナー付近にもできるということですので、今までよりは増えていくよう

ですけれども、私は地域の農家の皆さん方にもそれなりにお願いはしていくことも必要で

はないかと思います。それはそれで本人たちの生活もあるわけですから、無理強いはでき

ないと思いますけれどもしかし、そのへんの確保はぜひやって欲しいと思います。これま

でよりも増えるようですから今後を見てから改めて質問はしていきたいと思います。この

件は終わります。

それから、待機児童の解消についてですが、これから精査をして人数を確定すると、そ

れで２次募集をするということですけれども、少なくとも枠いっぱいですよね。それから

精査をして何名か駄目と言うかはずれて、２次募集で埋めるということだと思うのですけ

れども、今の段階でだいたい分かりませんか。１次募集でどれぐらいはずれているという

のが分かりませんか。正確な数字でなくてもだいたい50人なのか100人なのかということ

が分かると思うのですが、そういう数字は分かりませんか。

○議長 宮城清政君 こども課長。

○こども課長 前城 充君 答弁にもございますように、ただいま精査中でありますので、

数字としては現在の待機児童数しか言えませんので、229名が12月１日時点での待機児童

数になっています。ただ、これは来年４月に開所する園もございますので解決する数字も

あります。現時点の数字は229としかお答えできません。

○議長 宮城清政君 11番 宮城寛諄議員。

○11番 宮城寛諄議員 現在229名ということであります。その人たちが２次募集で入っ

たにしても、１次募集を精査して入ったにしても、精査されてはずれるわけですから229、

だいたい230人ぐらいが待機児童と私は理解するのですけれども、それをいかに解消する

課だと思うのですね。次年度、30年度にそれを解消できる新たな園なり、このキャパはあ

るのですか。どうでしょう。

○議長 宮城清政君 こども課長。
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○こども課長 前城 充君 先ほどの待機児童数ですが、０歳児も含んでいまして、０歳

児はそのまま１歳へ上がっていくので入れる見込みが高いです。それ以外にも来年に向け

てはすでに認可外を認可化にするそのた諸々含めて120名の定員は確保する予定でありま

す。それ以外にも今年度、子ども・子育て支援計画を見直す準備をしておりまして、数字

的にもいろいろ算出しているところで、12月から１月にかけて審議会を開いて計画を見直

す予定でございます。

○議長 宮城清政君 11番 宮城寛諄議員。

○11番 宮城寛諄議員 新しく認可外から認可になったり、そういうことであと120名ぐ

らいは収まると、それにしてもやはり100名ぐらいになってくる。それは30年度では解消

できなくても次の計画の中で32年度までにというふうになるのか。それとももっと早い段

階で解消できるということでの計画見直しなのか。要するに、どんどん子どもたちは増え

てきています。特に南風原町は少子化の中にあっても増えてきていますし、それから新し

く南風原町に移転してくる方も多いわけですからいつまでたっても全て０になることはあ

り得ないのではないかと思いますけれども、少なくともその人数を減らしていく対策が必

要ではないかと思います。これまでは30年度ぐらいまでには０にしようということだった

のですよね。それがあと２年度延びるということのようですけれども、ぜひ前倒しででき

るような、要するに設備整備が必要になってくる、新たな認可保育園を増やしていくとい

うことをやっていかなければいつまでたっても100人あまりの待機児童となっていくので、

そこは全力でやっていただきたいと思います。子どもが多くなることは、南風原町が良い

所だということで来てもらえていると思うのですけれども、いざ南風原町に来たら保育園

にはずれたということがないように、そういうふうに思います。その点では早めの対策を

ぜひやって欲しいと要望して終わりたいと思います。以上です。

○議長 宮城清政君 総務課長。

○総務課長 儀間博嗣君 先ほどの宮城寛淳議員の質問事項２（１）断熱フィルムの再質

問において、小学校、中学校に断熱フィルムを施工したかどうかでしたが、一部訂正をし

たいと思います。小中学校の体育館のみに断熱フィルムの施工を行いました。訂正で申し

上げます。


